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＜病棟連絡事項＞
・なし
＜ベッドコントロール＞
・北病棟へ4/30吉田　守幸様、4/30 岡本　将孝様に転出予定。

　※同日、東より2名転入予定。
＜患者連絡事項＞
・藤村　翔様～臨時薬4/29～5/10まで12日分処方
・中山　真由美様～胃痛時　20回分処方

・前田　拓子様～青山荘での宿泊の体験利用について、ＧＷ明けから体験可能との連絡があり、調整を進めていく予定。青山荘（高橋）からは、ＰＳＷを通して欲しいとの事で連絡している。
＜要注目患者様ケース検討＞
中山　りえ様～飲酒に関連した言動や不調の訴えなし。問題なく日課に取り組まれている。夜間は良眠。引き続き、ＡＬプログラムが継続し、断酒意思の確立を援助していく。









掛端　洋之様
自発的に洗濯を行う場面もあるが、日課以外はほぼ自室にて臥床し経過。

夜間は良眠。
小柳Drより病状説明の為、月、水曜日で面談調整中。家族の連絡待ち。今後の受け入れ先など、その際に確認する。病棟では陰性症状の改善を援助していく。

中山　真由美様
頭痛時や胃痛時の頓服薬の使用が目立ち臥床傾向だが、食事や服薬は問題なく行い、独語や妄想に関連した発言や行動化は無い。夜間も良眠。引き続き安定した状態で治療に取り組める環境を提供し、病状の鎮静化、好転化に伴い、自宅への退院を進めていく。
藤村　翔様
　　スタッフへやや話掛け頻回にあるも易怒性や不機嫌さは無い。昨日の夜　

間は良眠。起床後から話掛け多いが不穏さや妄想様の言動なく、他者とのトラブルも見られない。本日後にＴＶ面会の予定。
安定した状態で治療に取り組めるよう援助していく。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・中山　りえ様～先週眠剤が減薬（ブロチゾラム錠1Ｔ→0.5錠）となっている事に
ついて本人は「前より寝ずらい感じはある」と話されていたが、
主治医より今はそれで慣れて下さいと説明あり、本人了承して
いる。処方は継続。
・前田　拓様～子本人来られる際涙をぽろぽろと流しているが理由については何も答えず。処方は継続。青陽館体験利用を進めて行く。
・山本　嗣教～来月の区分変更の結果が分かり次第施設入所やサービスの調整を進め
て行く。相談支援員の事業所の決定についてはＰＳＷの情報ではまだ
出来ていないとの事であり確認していく。
・神田 直樹様～6月に実際施設入所出来るのか、施設の空きがあるのか

出来ないようであれば早めの申し込みを進めて行く。

処方内容は継続。
・中 誠太郎様～退院支援を進めていく。１年をめどに施設が見つからないようでなければ療養型の病院、みちのく病院などを進めていく。本人は自宅退院ではない事を不満に思っており、家族と話し合うよう言われている。電話や面会でのやり取りの介入をしていく。処方内容は継続。
・西村　義男様～現在認知症症状無い為退院後独居の方向である。服薬自己管理を進めていく。退院後は施設ではないため今後アパート探しと退院後のサービス調整を行っていく。退院後のフォローは受診は半年に1回でも良いし日赤病院1本化しても良いのではないか？検討していく。処方内容は継続し受診日の5/10までの処方となっている。
・佐々木　康子～拒食は相変わらずで体重計が壊れている、実際は50kgはあるはずだ、というが実際に壊れていないことを主治医が目の前で証明してみせたところ表面上は納得される。被毒体験などの精神病症状は否定されてはいるがそれに繋がる言動など精神症状が見られたら報告していく。処方は継続。
・阿部 文香～トラブルなく経過。話し掛けの多さあるが目立った易怒性なし。処方は継続。施設入所では対象が青山荘だけなのか、他にはないのか、引き続き積極的に退院支援を進めていく。処方内容は継続。
